
経営比較分析表（令和6年度決算）
大分県国東市　国東市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 自治体職員 145 50 - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 20 対象 ド 透 訓 救 臨 感 へ 災 - 4 199 【】

- 年度 - 年度 - 年度

46 180

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

25,074 15,845 - 第２種該当 １０：１ 134

Ⅰ 地域において担っている役割
①医療機関や介護施設等と密接に連携し、住民の安心を24時間365日守るための医
療の提供
②二次救急医療を担い、小児医療、災害医療、感染症医療等、民間医療機関では提
供できない不採算・特殊部門に関わる医療の提供
③国保直営診療施設として保健・福祉・介護分野の密接な地域連携の核となって、
国東市における地域包括ケアシステムを構築する役割
④多種にわたる学生の地域医療実習の実施等を含む広域的な医師派遣の拠点として
の機能

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 88.8 84.5 86.7 90.0 87.5当該値 112.0 125.1 114.0 101.0 96.1 当該値 79.1 69.0 74.9 79.8 80.4当該値 86.7 82.7 85.0 88.5 86.0

平均値 80.7 82.3 81.5 81.0 79.7平均値 101.8 106.2 103.5 96.3 93.0 平均値 64.5 63.8 63.4 64.7 67.9平均値 77.6 79.2 78.4 77.5 76.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

【経常収支比率】【医業収支比率】前年に続き類似団体の平均値は上回った。しかし令
和2年度から続いていた空床確保料の消滅、コロナ禍の終焉に時期を同じくし、5年ぶり
の経常赤字となる等、厳しい経営状況が顕著に表れた。また医業費用が診療収益によっ
て賄えているかを示す医業収支比率も前年より悪化したが、これは診療収益の伸び悩み
に加え給与費の増加が大きい。
【病床利用率】類似団体の平均値を上回り、前年より改善した。しかし現状の収支を均
衡させるための目標値にはほど遠い現状がある。
【1人1日当たり収益】令和2年度より適用されたDPC、整形外科の常勤化等により、診療
単価を大きく引き上げてきたが、ここにきて入院・外来ともに頭打ちの状況がみられ
る。
【職員給与費対医業収益比率】類似団体の平均値を下回った。診療収益が伸び悩む中
で、昨今の賃上げ等に端を発した給与費の増加によるところが大きい。近年は一部業務
の民間委託を進めてきたため、医業収益に占める委託料の割合も注視する必要がある。
【材料費対医業収益比率】類似団体より低位であり、適正水準の範囲と評価できる。昨
今の物価高騰、手術件数の増加等に伴う材料費の増加が懸念されたものの、材料費はさ
ほど伸びていない。材料費の価格交渉など、各取組が功を奏し一定の効果がみられる。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 【有形固定資産減価償却比率】類似団体平均を下回ったものの、平成24年度に新病院建
設後、未償却残高も多く加えて一部施設の老朽化が進行しているため、綿密な修繕計画
に基づく将来への備えが必要である。
【器械備品減価償却比率】類似団体の平均値を上回った。医療機器が耐用年数を超過
し、経年劣化による故障が表面化している。医療機器の現状を適切に見極め、診療への
影響を最小限にとどめるとともに、財政面への影響を十分に考慮し、地方債や補助事業
等を有効活用しながら計画的に更新していくことが望まれる。
【1床当たり有形固定資産】類似団体の平均値を下回っており、適正水準である。物価
の高騰等により経費が圧迫されている。過大な投資により将来の支出である減価償却費
の増加に繋がらないよう、投資の必要性や規模については十分な検討を行っていきた
い。

R06 R02 R03 R04

12.5 13.1 15.3 14.4 14.466.6 当該値46,467 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 51,594 53,805 56,563 41,075

68.0 67.9 64.8 63.011,278 11,529 11,712 11,982 11,716 当該値

13,767 14,046 14,550 11,652

当該値 39,021 41,974 42,707 46,555

18.1

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和6年度はコロナ禍の影響は完全に薄れ、通常の診療体制下における病院経営の実
態が浮き彫りとなった。前年までの空床確保料が消滅したと同時に、診療収益の伸び悩
み、さらには物価高、賃金の引上げが追い打ちとなり、5年ぶりの経常赤字を計上する
に至った。収益が伸び悩む一方で、費用全体は増加傾向にあり、経営状況を示す各指標
においても軒並み悪化がみられた。
　給与費をはじめとする費用の増加傾向は当面続くことが想定される中で、現状に見
合った収益を確保することが求められている。人口減・少子高齢化による患者需要の変
化に加え、病院収入の大半が公定価格である診療報酬に頼らざるを得ない構造的な問題
にも向き合う必要があるが、将来持続可能な病院経営を維持していくために、今何がで
きるのか、立ち止まって考える時期に差し掛かっている。
 一方、固定資産の保有状況等に目を向けると、類似病院との比較において適正水準の
範囲内ではあるものの、平成24年度の新病院稼働から未整備の旧館の改修、医療機器の
更新時期を迎えており、今後は財政面も睨みながら、慎重な検討が求められる。
　全国的に公立病院が経営難に見舞われる中、当院もその例外ではなく、当面は厳しい
経営状況が想定される。令和5年4月に策定した経営強化プランにおいては病院の将来あ
るべき姿、経営方針、中長期計画を示してきた。院内に定着してきた「経営・財務マネ
ジメント強化事業」による各種取組みの確実な実行、さらには人材不足等に対応するた
め「医療DX」を加速的に推進し、直面する経営難に病院一丸となって邁進していきた
い。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

69.2 平均値 20.2 20.2 21.1 18.011,744 平均値 63.4 61.3 61.4 68.141,859 平均値

R05 R06

当該値 80.1 49.9 27.3 21.5 25.7 当該値 40.3

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

33,493,019 33,832,625 35,196,171 35,233,050

平均値 91.6 100.1 94.9 121.9 114.5

73.4 73.0 71.4 73.5 当該値 33,524,34641.0 42.9 44.1 46.3 当該値 78.3

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 45,896,030 47,415,042 47,985,814 45,484,013 48,248,884平均値 71.9 71.2 71.8 72.2 72.4平均値 51.4 51.9 53.8 59.1 60.0
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④病床利用率(％)
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③修正医業収支比率(％)
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【85.2】
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①経常収支比率(％)
【93.7】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【57.7】
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⑨累積欠損金比率(％)
【54.3】


